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特別損失の計上および連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020年12月期第２四半期において特別損失を計上するとともに、2020年２月13日に公表いたし

ました通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。  

 

記 

 
 

１．特別損失の計上 

2020年６月29日付の「中国連結子会社における乳製品市場へのカートンの製造販売を停止する方針

決定に関するお知らせ」にて公表いたしました当社の連結子会社である古林紙工(上海)有限公司の乳

製品市場へのカートンの製造販売を停止する方針決定に伴い、見込まれる損失等を事業整理損として

特別損失に598百万円を計上いたします。 

 

２．2020年 12月期通期連結業績予想の修正（ 2020年１月１日～ 2020年 12月 31日）  
 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 500 500 350 18 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 500 500 △ 50 48 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 1,000 0 0 △ 400 －

増 減 率 （％） △ 5.6 0.0 0.0 －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績

(　2019年12月期　) 741 758 525 95 14,653

親会社株主
に帰属する
当期純利益

18,000

17,000

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益

321 

△  45 

481 

１株当たり
当期純利益

－

 

（注）2019年度から決算期を３月31日から12月31日に変更いたしました。従いまして、経過期間となり 

ます2019年12月期は、当社ならびに３月決算であった連結対象会社は2019年４月１日から2019年 

12月31日までの９か月間を、12月決算であった連結対象会社は2019年１月１日から2019年12月31日

までの12か月間を連結対象期間とする変則的な決算となっております。 

 

  



３．修正の理由 

2020年12月期通期の連結業績につきましては、連結子会社である古林紙工(上海)有限公司の乳製品

市場へのカートン製造販売を停止する方針に基づき売上高が減少することと、日本の売上高が減少す

る見込みとなりました。利益面では、古林紙工(上海)有限公司の製造販売停止に伴う売上高の減少が

損益の見込に与える影響は大きくなく、中国での新型コロナウイルス対策としての社会保険料減免措

置も含め、当初より固定費が減少する見込みにより、営業利益および経常利益は前回発表予想を据え

置いております。親会社株主に帰属する当期純利益は事業整理損計上により前回発表予想を下回る見

込みとなりました。 
 
 
 
 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成しており、実際

の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以  上  


